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議会活性化の取り組み特集

　議会活性化推進特別委員会は、昨年度、本会議における一般質問の録音放送の実施について、
市民の皆さんにまちなかアンケートを行いました。その結果を踏まえ、エフエムもえるによる一
般質問の録音放送を開始したところ、放送時間や質問時間などについて、多くのご意見をいただ
きました。そこで昨年に続き、市民の皆さんに平成26年度の放送について、まちなかアンケート
を行いました。
　質問項目のみならず、多くのご意見をいただきましたので、抜粋ではありますが市民の皆さん
の声として掲載いたします。

　アンケートの結果として、「現状でよい」
というご意見が 60％を超え、昨年に引き続
き、夜間の放送となりました。
　アンケートに寄せられた声の中には、「ラ
ジオ放送は良いことだと思う」「短く編集し
てほしい」「エフエムもえるを聞く人を増や
したほうがよい」「ラジオ放送はやめたほう
がよい」などの声がありました。
　また、聞きやすい放送時間についての質問
では、「平日日中」の放送を希望される方が
43％、「週末」の放送を希望の方が 31％と、
放送日程を大きく変えるには決めかねる結果
となりました。
　議会活性化の推進の一環としての放送がこ
れだけで良いのか、という議論が議会内にも
あることから、今後も市民の皆さんのご意見
をいただきながら取り組んでいきます。

【ラジオについて】
●ラジオ放送を続けた方が良いという声
・放送を楽しみにしている人もいるだろうから、続
けた方が良いのではないか。

・エフエムもえるでの議会放送は続けてほしい。た
まに聞くとほっとする。

●放送時間の変更・編集を望む声
・長いので検討するべきだ。
・前もって質問しているのだから、もっと放送時間
を短くしてほしい。

・昼間は他局のラジオ、夜はテレビを見ている。平
日日中が聞きやすい。

●ラジオ放送はやめた方が良い・関心が無いという声
・放送は知っているが、聞く時間が無い。
・ラジオ放送はやめた方が良い。
【ラジオ以外の要望など】 
●議会への要望

・ユーストリーム動画などを取り入れてはどうか。
「聞く人が少ないから意味が無い」のではなく、
市民の意見を生かして、より多くの人に知っても
らえるように取り組んでほしい。
・一般質問のテーマがほかの議員とダブっているこ
とが多い。勉強不足ではないのか。町内会を回っ
て現状を勉強してほしい。
●市への要望・意見
・福祉にかかる費用を安くしてほしい。
・商店街はシャッターが閉まり留萌のマチは暗くな
りつつある。みんなで明るいマチにしたいと思っ
ている。
・障がい者の自立支援にもっと取り組んでほしい。
●その他
・要望を出しても無理だと思う。関心が無いので広
報もあまり読んでいない。
・新聞で議会の情報を確認している。

　今回のアンケート結果については、今後の活動の参考にさせていただきます。貴重なご意見とアンケー
トにご協力いただきましたことを感謝いたします。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日日中
28人（43％）

無回答
17人（26％）

週末（日曜日）
20人（31％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがある
65人（21％）

聞いたことがない
244人（79％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現状で良い
40人（62％）

別な時間が良い
20人（31％）

無回答5人（7％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現状で良い
30人（46％）

無回答
9人（14％）

長い
26人（40％）

短い0人（0％）

・質問１　一般質問の放送をエフエムもえるで聞いたことがありますか？

・質問２　一般質問開催日の夜間の放送について

・質問３　聞きやすい放送の日程について

・質問４　放送時間の長さについて

【聞いたことがあると回答した方（65人）へ】

留萌市議会・ラジオ放送のアンケート結果

アンケートに寄せられた自由回答から市民の皆さんの声をご紹介します（一部抜粋）
まちなかアンケート調査
■調査期間　４月23日㈬～26日㈯
■調査場所　Ａコープるもいルピナス、チューオー本店、
　　　　　　コープさっぽろ留萌店、ホーマック留萌店
■質問項目
　・質問１　一般質問の放送をエフエムもえるで聞い
　　　　　　たことがありますか？
　　　　　　【聞いたことがあると回答した方へ】
　・質問２　一般質問開催日の夜間の放送について
　・質問３　聞きやすい放送の日程について
　・質問４　放送時間の長さについて
　上記の質問項目について、10代以上の309人の皆さ
んにアンケートを取らせていただきました。
■回答者の属性
　性別　男性 131人、女性 178人
　年代　10代 3人、20～30代 22人
　　　　40～50代 94人、60代以上 190人
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平
成
26
年  

第
２
回
定
例
会

一
、
攻
め
の
農
林
水
産
業

二
、
成
長
産
業
と
し
て
の
観
光
産
業

問
一 

高
橋
市
長
が
所
信
表
明
で

掲
げ
た
営
業
す
る
市
役
所
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
に
市

役
所
が
行
動
す
る
、
そ
し
て
地
産

外
商
を
進
め
る
こ
と
が
留
萌
経
済

の
発
展
に
つ
な
が
る
と
し
て
い
る

が
、
農
商
工
連
携
や
六
次
産
業
の

推
進
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
進

め
る
う
え
で
留
萌
市
と
し
て
の
役

割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

答
一 

留
萌
市
は
海
と
山
に
囲
ま

れ
、
少
量
多
品
目
で
あ
る
が
一
次

産
品
が
豊
か
な
マ
チ
で
あ
る
。
今

ま
で
は
留
萌
で
生
産
さ
れ
た
物
産

を
、
そ
の
土
地
で
消
費
す
る
地
産

地
消
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
地
域
を
飛
び
越
え
、
首
都
圏

な
ど
の
大
消
費
地
や
海
外
で
物
産

が
消
費
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、

薬
品
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
十
年
度
中
に
六
十
％
に
到

達
さ
せ
る
と
い
う
厚
労
省
の
目
標

に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

　

短
期
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
納

税
相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い
人
に
つ

い
て
は
、
窓
口
に
保
管
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
今
後
、
個
々
の
生
活
実

態
を
確
認
し
な
が
ら
、
き
め
細
か

な
対
応
に
努
め
た
い
。

一
、
今
後
の
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て

二
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
公
共
交
通

に
つ
い
て

問
一 

経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
若
年
層
の
確
保
が
重
要
な
問

題
だ
。
多
く
の
市
町
村
が
抱
え
る

人
口
減
少
と
い
う
大
き
な
問
題
の

共
通
点
と
し
て
、
若
い
世
代
の
人

口
流
出
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
地
域
経
済
を
支
え
て
い
く
の
は

今
後
数
十
年
に
わ
た
り
、
納
税
し

て
い
く
二
十
代
か
ら
四
十
代
の
子

育
て
世
代
で
あ
る
。
こ
の
世
代
が

留
萌
市
か
ら
流
出
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
一 

若
年
層
の
流
出
に
つ
い

て
、
留
萌
市
で
は
定
住
促
進
な
ど

を
目
的
と
し
た
緊
急
雇
用
対
策
事

業
、
未
就
労
者
、
未
就
職
の
人
た

留
萌
観
光
協
会
を
は
じ
め
、
関
係

団
体
・
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
留

萌
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。
風
土
工
房
こ
さ
え
ー
る
に
設

置
し
た
乾
燥
機
を
使
っ
た
切
干
大

根
が
好
評
の
た
め
、
旧
幌
糠
中
学

校
に
製
造
ラ
イ
ン
を
整
備
し
、
実

証
試
験
を
進
め
、
安
定
し
た
生
産

体
制
の
構
築
と
新
た
な
商
品
開
発

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、二
、

三
年
後
を
目
途
に
、
独
立
し
た
事

業
体
を
起
ち
上
げ
、
事
業
化
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

　

適
齢
を
迎
え
た
間
伐
材
が
今
後

三
年
間
で
約
九
万
本
の
原
木
と
し

ち
を
支
援
す
る
新
規
卒
業
者
就
職

支
援
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
雇
用
の

場
を
創
出
す
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
二 

日
東
団
地
線
の
運
行
に
よ

り
、
気
軽
に
病
院
や
買
い
物
に
行

け
な
か
っ
た
多
く
の
市
民
の
足
と

な
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
留

萌
市
に
お
け
る
公
共
交
通
空
白
地

域
は
ま
だ
あ
り
、
全
て
の
地
域
を

カ
バ
ー
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先

の
五
年
後
、
十
年
後
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
今
は
元
気
に
自
分
で
車

を
運
転
し
て
い
る
方
も
、
年
齢
を

重
ね
運
転
が
困
難
に
な
り
、
今
以

上
に
多
く
の
交
通
弱
者
が
増
え
る

可
能
性
が
高
い
た
め
、
高
齢
者
の

多
く
は
公
共
交
通
に
対
し
、
よ
り

利
便
性
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
か
ら
よ
り
一
層
市
民
の
皆

さ
ん
と
意
見
を
交
換
し
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
、
留
萌
市
に

住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
人

た
ち
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
。

　
今
後
、
家
の
前
ま
で
迎
え
に
来

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入
す
る
考

え
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

答
二 

日
東
団
地
線
は
、
平
成

二
十
三
年
十
月
か
ら
沿
岸
バ
ス
に

よ
り
本
格
運
行
し
て
い
る
。
公
共

交
通
空
白
地
域
に
つ
い
て
は
元
町
、

春
日
町
、
泉
町
、
千
鳥
町
方
面
と

し
て
い
る
が
、
実
証
運
行
の
結
果

を
受
け
、
現
状
で
は
本
格
運
行
に

必
要
な
利
用
が
見
込
め
な
い
と
判

断
し
た
。
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入

に
は
運
行
方
式
や
運
行
ダ
イ
ヤ
、

シ
ス
テ
ム
導
入
の
有
無
な
ど
の
点

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
導
入
す

る
こ
と
が
効
果
的
な
の
か
十
分
な

研
究
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

一
、
人
口
減
少
傾
向
に
つ
い
て

二
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

に
つ
い
て

問
一 

昨
年
三
月
、
国
立
社
会
保

障
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
た

日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
の

中
に
、
七
年
後
に
は
留
萌
市
の

人
口
が
二
万
人
を
割
る
と
い
う

て
発
生
す
る
予
定
で
あ
り
、
留
萌

港
の
原
木
の
輸
出
を
推
進
し
な
が

ら
、
木
材
流
通
や
有
効
な
利
活
用

の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
二 

定
住
人
口
が
減
少
傾
向
に

あ
る
地
方
で
は
、
観
光
客
や
二
地

域
居
住
者
と
い
っ
た
交
流
人
口
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
口
減
少

の
影
響
を
緩
和
し
、
地
域
の
活
力

を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
る
。
交
流
人
口
拡
大
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い

た
い
。

答
二 

昨
年
度
、
北
海
道
移
住
促

進
協
議
会
に
加
盟
し
た
が
、
ま
だ

具
体
的
な
取
り
組
み
は
行
っ
て
い

な
い
。
今
回
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
将
来
に
向

け
た
合
宿
誘
致
の
可
能
性
を
研
究

し
、
二
地
域
移
住
な
ど
に
つ
い
て

は
、
情
報
収
集
や
研
究
を
進
め
、

留
萌
地
域
の
食
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
体
験
観
光
な
ど
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
た

い
。
ま
た
、
あ
さ
ひ
か
わ
観
光
誘

致
宣
伝
協
議
会
に
新
規
加
盟
し
た

こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
観
光
客
誘

致
に
向
け
た
事
業
の
検
討
を
し
て

い
る
。

一
、
地
域
経
済
の
循
環
と
活
性
化

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
数
値
が
示
さ
れ

た
。
人
口
減
少
が
い
よ
い
よ
本
格

化
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
し

た
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
う

え
で
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
具
体

的
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

答
一 

人
口
は
昭
和
四
十
二
年
の

四
万
二
千
四
百
六
十
九
人
を
ピ
ー

ク
に
毎
年
減
少
し
、
過
去
十
年
の

状
況
は
毎
年
約
四
百
人
か
ら
五
百

人
ず
つ
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
減
っ
て

い
る
。人
口
の
減
少
と
比
較
し
て
、

世
帯
数
の
減
少
が
穏
や
か
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
人
口

減
少
の
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
、

地
域
の
自
立
を
図
る
た
め
、
人
口

の
定
着
と
雇
用
の
増
加
を
図
る
施

策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
二 

環
境
に
対
す
る
意
識
の
高

ま
り
や
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
き
っ
か

け
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

が
、
事
業
推
進
に
お
け
る
自
治
体

の
役
割
は
何
な
の
か
、
ま
た
、
風

力
、
太
陽
光
、
地
熱
、
小
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
再
確
認
さ
れ
、

そ
の
事
業
が
地
域
経
済
の
活
性
化

に
資
す
る
こ
と
か
ら
、
留
萌
市
と

し
て
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺

に
つ
い
て

二
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問
一 

こ
の
ほ
ど
、
留
萌
管
内
で

伐
り
出
さ
れ
た
ト
ド
マ
ツ
が
中

国
・
韓
国
に
向
け
初
め
て
輸
出
さ

れ
た
。
輸
出
先
で
の
利
用
目
的
と

今
後
の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
木
材
の
地
元

で
の
利
活
用
を
進
め
、
域
内
で
の

経
済
循
環
を
促
進
す
る
た
め
の
助

成
制
度
創
設
や
地
域
の
木
材
利
活

用
を
話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
く
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
一 

中
国
に
輸
出
し
た
の
は

ト
ド
マ
ツ
で
、
林
齢
は
不
明
だ
が

材
長
三
・
六
五
メ
ー
ト
ル
、
径
が

十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
Ｃ

材
（
パ
ル
プ
用
材
）
で
、
古
丹
別

産
三
割
と
他
道
内
産
合
わ
せ
て

二
千
二
百
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
。

　

用
途
の
七
、八
割
は
リ
フ
ト
用

パ
レ
ッ
ト
材
で
あ
り
、
今
後
も
輸

出
を
予
定
し
て
い
る
。
韓
国
に
輸

出
し
た
の
は
林
齢
三
十
六
か
ら

五
十
七
年
生
、材
長
三
・
六
五
メ
ー

ト
ル
、
径
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
、
А
材
（
一
般
材
）
と
В
材

（
合
板
用
な
ど
）
の
混
材
。

　

主
に
型
枠
用
桟
木
（
さ
ん
ぎ
）

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
集
成

材
・
合
板
材
料
と
し
て
の
活
用
も

視
野
に
、
現
状
と
し
て
は
輸
出
を

考
え
て
い
き
た
い
。

い
た
い
。

答
二 

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

的
確
に
見
極
め
、
留
萌
市
が
持
っ

て
い
る
自
然
資
源
を
地
域
資
源
と

し
て
捉
え
、
留
萌
市
の
活
性
化
に

最
も
効
果
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
何
で
あ
る
の
か
、
積
極
的

に
情
報
を
収
集
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い
る
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
し
っ
か
り
と
見
極

め
る
た
め
の
段
階
と
考
え
て
い
る
。

一
、
公
共
施
設
の
安
全
管
理
と
整

備
計
画

二
、
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
一 

公
共
施
設
の
老
朽
化
現
況

調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。
公
共

施
設
の
総
合
管
理
計
画
策
定
が

必
要
で
あ
る
。
各
施
設
の
安
全

チ
ェ
ッ
ク
と
修
繕
や
更
新
の
判
断

　
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
」
に
つ

い
て
は
、
林
産
業
の
新
た
な
振
興

に
向
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
企
業

の
皆
さ
ん
と
共
有
を
図
る
た
め
、

留
萌
振
興
局
と
も
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

問
二 

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

を
引
き
下
げ
る
た
め
、
国
保
加
入

者
の
健
康
増
進
を
第
一
に
、
特
定

健
診
受
診
率
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
率
向
上
を
目
指
し
、

数
値
目
標
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
税
未
納
を
理
由
に
発
行
し
て
い

る
「
短
期
保
険
証
」
を
、「
納
税

相
談
に
来
る
の
を
待
つ
」と
し
て
、

市
役
所
の
窓
口
に
止
め
置
く
状
態

を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答
二 

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

に
向
け
て
は
、
元
看
護
師
の
直
接

的
指
導
の
力
も
借
り
、
引
き
続
き

努
力
し
た
い
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

燕
　
　
昌
克
　
議
員

（
萌
政
会
）

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

野
崎
　
良
夫
　
議
員

（
無
会
派
）

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

川
口
　
宏
和
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

▲製造ラインを整備する旧幌糠中学校

▲留萌港に堆積された原木

▲日東団地を走るコミュニティバス

▲注目が高まる再生可能エネルギー
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議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

基
準
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
い

た
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
床
板
の

整
備
が
急
が
れ
る
。
建
設
か
ら

四
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
留
萌

市
中
央
公
民
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え
も
視
野
に
入
れ

た
整
備
方
針
を
伺
い
た
い
。

答
一 

留
萌
市
の
公
共
施
設

五
百
五
十
五
施
設
は
、
全
て
台
帳

管
理
し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
三
十
七
個
所
の
現
地
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
北
海
道
の
「
建

築
物
保
全
支
援
ツ
ー
ル
」
を
参
考

に
、
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
策

定
に
向
け
取
り
組
み
を
行
う
。

　

施
設
の
保
守
管
理
の
手
引
と
建

築
物
等
保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
た
。
施
設
管
理
者
へ
周
知
す
る

た
め
の
勉
強
会
を
実
施
し
た
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

は
、
大
体
育
館
床
面
の
改
修
に
つ

い
て
、
部
分
改
修
か
研
磨
改
修
に

す
る
か
方
法
を
早
急
に
決
定
し
、

早
期
着
工
に
努
め
た
い
。

　

体
育
・
文
化
施
設
の
中
・
長
期

的
な
整
備
計
画
は
、
建
て
替
え
も

視
野
に
入
れ
て
協
議
検
討
を
進

め
、
各
種
団
体
な
ど
と
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
早
い
時
期
に
作

成
し
た
い
。

問
二 

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産

地
消
率
を
聞
き
た
い
。
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
室
内
の
衛
生
管
理
と
環

境
整
備
に
つ
い
て
改
善
計
画
を
伺

い
た
い
。
調
理
機
器
の
入
れ
替
え

と
民
間
委
託
の
方
針
に
つ
い
て
、

総
合
的
な
判
断
を
示
し
て
ほ
し

い
。答

二 

学
校
給
食
の
年
間
総
材
料

費
に
占
め
る
留
萌
管
内
産
の
地
元

食
材
購
入
割
合
は
四
十
一
％
。
今

年
度
設
置
し
た
「
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
」
の
意
見
を
い

た
だ
き
、
食
育
の
推
進
と
と
も
に

地
元
食
材
の
活
用
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

手
洗
い
場
の
増
設
や
専
用
容
器

の
不
足
な
ど
道
教
委
か
ら
指
導
・

助
言
さ
れ
た
内
容
を
今
年
度
策
定

予
定
の
設
備
更
新
計
画
に
反
映
さ

せ
、計
画
的
に
改
善
を
図
り
た
い
。

　

調
理
室
内
の
労
働
環
境
の
改
善

も
図
る
た
め
、
財
政
当
局
と
協
議

し
て
い
く
。

　

調
理
機
器
の
入
れ
替
え
に
一
億

二
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
政
策

調
整
会
議
、
庁
議
を
経
て
調
理
機
器

更
新
計
画
を
策
定
す
る
。
機
器
入
れ

替
え
が
終
了
す
る
時
期
を
見
定
め
、

民
間
委
託
を
検
討
し
た
い
。

一
、
高
齢
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て

二
、
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
一 

高
齢
者
を
取
り
巻
く
課
題

に
対
し
、
第
五
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
計
画
の
こ
の

二
年
間
の
進
捗
状
況
と
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
を
伺
い
た

い
。答

一 

第
五
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
計
画
は
お
お
む

ね
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
介
護
予

防
事
業
と
し
て
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
実
施
や
ピ
ン
ピ
ン
か
ら

だ
広
場
な
ど
、
包
括
支
援
事
業
で

は
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
や
総
合
相
談
支
援
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
介
護
予
防

事
業
に
重
点
を
置
い
た
施
策
に
取

り
組
み
た
い
。

　

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
高
齢
者
を
対
象
に
要
支

援
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
や
要

介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

問
二 

あ
の
三
・
一
一
東
日
本
大

震
災
か
ら
三
年
三
カ
月
を
迎
え

る
。
そ
こ
で
災
害
時
に
お
け
る
留

萌
市
の
情
報
伝
達
や
防
災
行
政
無

線
の
聞
き
取
り
づ
ら
い
状
況
対
応

策
と
し
て
、
電
話
に
よ
る
「
自
動

音
声
対
応
」
に
つ
い
て
の
考
え
と

災
害
か
ら
弱
者
を
守
る
対
策
の
進

展
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
二 

災
害
情
報
を
市
民
に
伝
え

る
こ
と
が
避
難
行
動
の
迅
速
化
と

市
民
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
よ
り
確
実
で
迅
速
な
情
報
伝

達
に
向
け
て
、
全
国
の
取
り
組
み

状
況
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

　

要
援
護
者
対
策
と
し
て
今
年
度

も
モ
デ
ル
地
区
事
例
を
参
考
に
十

町
内
会
で
個
別
計
画
の
作
成
を
予

定
し
て
い
る
。

村
上
　
　
均
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

▲留萌市中央公民館

▲防災行政無線

「
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た
議
会
を
！
」
条
例
の
施
行
日
は
十
月
一
日
か
ら

留
萌
市
議
会
基
本
条
例
が
制
定

▲留萌市議会基本条例が起立採決により全会一致で可決

　

提
案
理
由
は
、
地
方
分
権
の
進

展
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
の
自
己

決
定
権
や
、
責
任
の
範
囲
が
拡
大

す
る
な
か
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
会
の
役
割
や
責
任
は
、

大
変
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

応
え
、「
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、

開
か
れ
た
」
そ
し
て
、「
市
民
と

と
も
に
歩
む
」
議
会
の
実
現
を
目

指
し
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
定

め
た
最
高
規
範
で
あ
る
「
市
民
と

の
約
束
」
と
し
て
、
こ
の
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
提
案
理
由
に
よ
り
、
六

月
十
日
、
本
会
議
に
お
い
て
起
立

採
決
に
よ
り
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

　

条
例
の
主
な
内
容
は
、

・
議
員
の
活
動
原
則

・
市
民
参
加

・
議
決
事
件
の
拡
大

・
政
策
の
立
案
及
び
提
言

・
予
算
の
確
保

・
政
治
倫
理

・
危
機
管
理

・
検
証
及
び
見
直
し

で
あ
る
。

　

議
会
基
本
条
例
制
定
に
併
せ
た

議
会
の
改
革
は
、「
議
会
と
市
民

の
意
見
交
換
会
の
実
施
、
新
た
な

議
会
ル
ー
ル
（
確
認
の
機
会
、
議

員
間
討
議
）
の
確
立
、
政
治
倫
理

十
項
目
の
確
認
、
議
会
の
危
機
管

理
体
制
の
確
立
（
組
織
の
設
置
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
制
定
）」そ
し
て
、「
議

会
運
営
と
例
規
の
整
理
」
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
た

こ
と
は
、
議
会
と
し
て
、
議
員
と

し
て
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
例
を

議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
し
っ
か
り

と
意
義
を
確
認
し
、
日
々
の
活
動

に
臨
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

条
例
の
施
行
日
は
、
本
年
の
十

月
一
日
な
の
で
、
そ
の
日
に
向
け

て
条
例
を
、
い
か
に
市
民
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
の
か
も
、
重
要
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
次
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。

①
議
会
基
本
条
例
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
説
明
資
料
を

町
内
会
、
公
共
施
設
、
諸
官
庁

な
ど
へ
の
配
布

②
市
が
主
催
す
る
町
内
会
長
会
議

で
説
明

③
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ

④
議
会
広
報
誌
の
活
用

⑤
地
元
新
聞
の
活
用

⑥
市
の
出
前
ト
ー
ク
に
メ
ニ
ュ
ー

を
登
録

⑦
エ
フ
エ
ム
も
え
る
の
活
用

市
民
と
の
約
束
の

最
高
規
範

条
例
制
定
に
併
せ
た
改
革

施
行
日
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

　

六
月
二
日
に
開
催
し
た
、
第
三
十
六
回
市
議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会
で
、
条
例
内
容
の
最
終
確
認

を
し
、
そ
の
報
告
を
六
月
三
日
の
本
会
議
で
行
っ
た
経
過
を
踏
ま
え
議
員
全
員
の
共
通
認
識
の
基
、
理
想

を
求
め
た
真
摯
な
議
論
の
成
果
品
と
し
て
、
前
文
お
よ
び
八
つ
の
章
（
全
二
十
五
条
）
の
構
成
か
ら
な
る

「
留
萌
市
議
会
基
本
条
例
」
を
提
案
す
る
に
至
っ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
留
萌
消
防
組

合
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
、
六

月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

始
め
に
管
理
者
で
あ
る
市
長

か
ら
行
政
報
告
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
消
防
長
か
ら
「
平
成

二
十
六
年
度
留
萌
消
防
組
合
補

正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て
」

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
消

防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
器
整

備
工
事
）」「
北
海
道
町
村
議
会

議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
」「
北
海

道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
」、
管
理
者

か
ら
「
留
萌
消
防
組
合
公
平
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

の
説
明
が
あ
り
、
全
て
の
議
案

を
可
決
・
同
意
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
会
開
会
前
に
開

催
さ
れ
た
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
消
防
庁
舎
建
設
に
係
る
進

捗
状
況
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
整
備
に
係
る
進
捗
状
況
の

報
告
を
受
け
、
共
通
認
識
を

持
っ
た
。

　

庁
舎
の
建
設
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
化
は
、
留
萌
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
心
安
全
を
守
る
常
備
消
防

の
要
と
な
る
事
柄
で
あ
り
、
今

後
も
議
会
と
し
て
対
応
し
て
い

く
。

　

留
萌
南
部
衛
生
組
合
議
会

（
留
萌
市
・
増
毛
町
・
小
平
町
）

は
平
成
二
十
六
年
五
月
十
五
日

に
、
増
毛
町
御
料
に
あ
る
最
終

処
分
場
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

昨
年
の
倒
壊
事
故
か
ら
一
年

遅
れ
の
供
用
開
始
で
あ
り
、
待

ち
か
ね
て
い
た
議
員
た
ち
は
、

維
持
管
理
業
者
と
組
合
か
ら
の

説
明
の
後
、
今
後
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

今
後
十
五
年
間
の
使
用
を
目

途
に
現
状
の
ご
み
搬
入
状
況

や
、
想
定
さ
れ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

　

施
設
内
を
見
て
回
り
、
最
初

に
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

ご
み
処
分
場
内
に
飛
び
交
う
カ

ラ
ス
の
多
さ
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
早
急
に
善
処
す
る
よ

う
に
求
め
た
。

　

ま
た
、
落
雪
事
故
の
対
策
と

し
て
六
月
に
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
雪
止
め
金
具
の
設
置
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
事

務
局
に
説
明
を
求
め
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
雪
止
め

金
具
設
置
後
の
状
況
な
ど
も
注

視
し
て
い
き
た
い
。

留
萌
消
防
組
合

議

会

報

告

留
萌
南
部
衛
生
組
合

議

会

報

告
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議　

員　

名

燕　
　

昌
克

笹
本　

牧
司

鵜
城　

雪
子

川
口　

宏
和

珍
田　

亮
子

坂
本　
　

茂

野
呂　

照
幸

坂
本　

守
正

小
野　

敏
雄

対
馬　

真
澄

天
谷　

孝
行

村
上　
　

均

菅
原
千
鶴
子

野
崎　

良
夫

村
山
ゆ
か
り

松
本　

衆
司

開催
回数

出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席

定
例
会

17
回 17－ 17－ 17－ 17－ 17－ 17－ 17－ 17 － 17－ 17－ 17－ 17－ 17－ 17－ 17－ 17 －

臨
時
会

８
回 ８ － ８ － ８ － ８ － ８ － ８ － ７ １ ８ － ８ － ６ ２ ８ － ８ － ８ － ８ － ８ － ８ －

特
別
委
員
会

予
算
審
査

４
回 ４ － ４ － ４ － ４ － ４ － ４ － ３ １ ４ － ４ － ４ － ４ － ４ － ４ － ４ － ４ － ４ －

決
算
審
査

３
回 ３ － ３ － ３ － ３ －

監
査
委
員
と

し
て
出
席

３ － ３ － ３ － ３ － ３ － ２ １ ３ － ３ － ３ － ３ － ３ －

議
会
運
営

委
員
会

25
回 24１ 20５ 24１ 25－ 25 －

常
任
委
員
会

第　

１
13
回 13－ 13－ 13－ 11２ 13－ 13 － 12１ 13－

第　

２
18
回 17１ 18－ 16

２（
公
） 

18 － 17１ 18－ 18－ 17 １

※（公）は公の用件　※□＼は出席対象外の会議　※委員会は開催状況により出席回数が異なります

委　員　会　名 開催回数 構　成　委　員
議 会 広 報 特 別 委 員 会 20回 菅原・鵜城・燕・川口・天谷
議会活性化推進特別委員会 15回 全委員 16名
  ・議会基本条例策定小委員会 24回 村上・村山・珍田・野呂・坂本守正・対馬・野崎・松本
  ・組織運営小委員会 10回 菅原・坂本茂・燕・笹本・鵜城・川口・小野・天谷
監 査 委 員 41回 珍田
全 員 協 議 会   3 回 全議員 16名
南部衛生組合議会・協議会 14 回 菅原・笹本・対馬・村上
消 防 組 合 議 会・ 協 議 会   8 回 松本・燕・坂本茂・野呂・天谷

議会の傍聴（見学）について
議会は本会議、予算審査特別委員会・決算審査特別委員会などの傍聴ができます。
詳しくはお知らせ掲示板・ホームページなどをご覧ください。

平成 25年度  　留萌市議会議員出欠状況　平成25年 4月 1日～
　平成 26年 3月 31 日

留萌市議会

０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

　【議　案】
・留萌市副市長の選任について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 同　　意
・留萌市公平委員会委員の選任について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 同　　意
　　中西俊司副市長及び中野亨公平委員会委員が再任されました。
・留萌市議会基本条例制定について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
・留萌市議会会議規則の一部を改正する規則制定について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
・留萌市議会委員会条例の全部を改正する条例制定について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　　留萌市議会基本条例の制定に伴い本会議に関する事項は会議規則で、委員会に関する事項は委員会条例
　において規定するものとして起立全員により原案可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか４件‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　【意見書案】
・地方財政の充実・強化を求める意見書 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか６件‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決

　平成26年第２回定例会は、３日から８日間の会期で開催され、諮問１件、報告５件、議案９件、
推薦１件、意見書案７件について審議しました。

こんなことが決まりました
第2回定例会　6月3日～10日

各常任委員会からの報告
第１常任委員会報告 第２常任委員会報告

農業と福祉の連携で６次産業化
　５月23日に行われた常任委員会に、農業と福祉の
連携による６次産業化乾燥ラインの整備について、所
管の市・農林水産課から報告が行われた。
　この事業は、平成24年から行われている農水産物
乾燥加工試験事業の結果から、一定の成果が得られた
「切干大根」の商品化に向けた事業である。特に農業
と福祉の連携や地域農業の振興、障がい者の新たな就
労活動支援などの特色がある。また、小学校の閉校で
寂しさの増す幌糠地域で旧幌糠中学校の施設の一部を
整備して行うなどこの事業への期待は大きい。
　しかしながら、大きな予算を伴う事業でもあり、生
産コストや技術あるいは価格や流通の問題、障がい者
の就労など多くの意見が出された。６月の議会に提案
され、今秋の生産設備完成を目指しているが、設備の
整備や、事業全体
の進捗状況などを
委員会としても注
視していきたい。

　　　　　　　　　▲「切干大根」の生産風景

温水プール「ぷるも」の一部再開
　平成21年度から休止していた留萌市内の温水プー
ル「ぷるも」が、７月から学校授業を主体に一部再開
する。５月28日、常任委員会で視察し、設備工事の
進捗状況や今後の補修作業と清掃スケジュールなどに
ついて説明を受けた。
　温水プール「ぷるも」は平成13年にオープン。新・
留萌市財政健全化計画の中で、年間約５千万円の維持
経費が見直しの対象となり「休止」となっていたが、
学校授業の課題などを優先的に解決するため、平成
26年度と27年度は学校プール授業用として一部再開
し、夏季休業期間（７月25日～８月19日）は、高校
生以下は「無料」、一般および高齢者は「有料」で開
放することとなった。
　５年間の休止だったが、予想以上に美しい現状で
あった。再開まで
にタイルのヒビ
割れ部分などを
補修する予定だ。

　　　　　　　　　▲温水プール「ぷるも」の視察


